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「干潟観察会」

20 10 1 13:00 15:00日時：平成 年 月 日(水) 〜

場所：泡瀬干潟

〈参加者〉

泡瀬小学校： 年生の自然クラスの児童 名(生きもの班、仕組み班)。5 70
教員数名。

講師：佐藤寛之(東部海浜開発局)、安慶名豊美(東部海浜開発局)、藤井

記録：宮城壱、住福一郎(㈱沖縄環境保全研究所)

〈干潟観察会の流れ〉

( ) プラザ前集合( 集合)1 IT 13:00
《 分程度 》( )あいさつ(講師紹介等)、諸注意等2 10

・観察の仕方(調査方法、記録の取り方など)
・危険な生きもの、場所等の説明

・観察の上での注意(ひっくり返した石などはもとに戻すなど)

観察に入る前に観察の仕方、注意すべきこ

とを説明する。
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《 移動等を含め１時間 分程度 》( )干潟観察開始3 30
各グループ( グループ 〜 名程度)に別れ、転石帯、砂州、藻場等で観察、1 7 8

記録を行う。

( )終わりのあいさつ( )9 15:00
プラザ前で解散。観察会後に今回の野外観察会の記録シートをグループ毎にIT

の作成し、後日行う座学会(室内での講習)において発表させる。

砂州での観察の様子転石帯での観察の様子

観察の記録をとる藻場での観察の様子
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